
 

1 

                          

令
和
元
年
４
月
１
日
の
山
県

市
農
業
委
員
会
の
委
員
改
選
を

皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
に
７
農

業
委
員
会
で
新
体
制
移
行
後
２

期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 
 

７
委
員
会
の
女
性
委
員
数
は
、

農
業
委
員
２
４
名
か
ら
２
０
名

に
、
推
進
委
員
３
名
か
ら
５
名

に
、
概
ね
改
選
前
を
維
持
す
る

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
委
員
会
も
複
数
名
の
女
性
委

員
を
登
用
し
て
お
り
、
恵
那
市

で
は
農
業
委
員
１
９
名
の
う
ち

女
性
が
６
名
（
＋
１
）
と
な
り
、

県
内
で
初
め
て
農
業
委
員
に
占

め
る
女
性
の
割
合
が
３
０
％
超

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
７

月
に
は
、
残
る
３
５
委
員
会
が

委
員
改
選
を
迎
え
、
１
月
か
ら

順
次
、
委
員
公
募
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
女
性
の
推
薦
や
要
請
を
行
い
、

女
性
登
用
が
よ
り
進
む
よ
う
活

動
し
て
い
き
ま
す
。 
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県
女
性
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研

修
会
で
髙
田
禮
子
会
長
講
演 

 

平
成
３
１
年
４
月
１
８
日
に
Ｊ
Ａ
ぎ

ふ
北
方
支
店
で
開
催
さ
れ
た
岐
阜
県
女

性
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
い
き
い
き

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
に
約
１
０
０
名

が
参
加
し
、
本
巣
市
農
業
委
員
の
髙
田

禮
子
さ
ん
が
講
師
と
し
て
「
髙
田
農
園

の
働
き
方
改
善
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。
同
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
国
の
働

き
方
改
革
を
受
け
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
、
髙
田
会
長
か
ら
家
族
経
営
協
定
で

話
し
合
い
、
意
見
を
共
有
し
、
我
が
家

の
働
き
方
の
ル
ー
ル
を
些
細
な
こ
と
か

ら
決
め
て
い
っ
た
事
例
を
報
告
し
ま
し

た
。 ま

た
、
女
性
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
、
農
業
委
員
・
推
進
委
員
に
積
極

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
女
性
農

業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
ブ
ロ
ッ

ク
活
動
発
表
や
、
荒
井
妙
恵
子
社
労
士

の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
講
演
も
行
わ

れ
ま
し
た
。 

恵
那
市
農
業
委
員
会
へ
女
性
委

員
の
登
用
要
請
を
実
施 

 

令
和
元
年
６
月
１
４
日
に
岐
阜
市
の

ホ
テ
ル
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
県
農
業

会
議
総
会
後
に
、
ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女

性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
髙
田
禮
子
会
長
か

ら
恵
那
市
農
業
委
員
会
の
夏
目
廣
美
会

長
に
女
性
委
員
の
登
用
要
請
を
行
い
ま

し
た
。
要
請
に
は
５
月
に
改
選
し
引
き

続
き
女
性
委
員
４
名
を
登
用
し
た
瑞
穂

市
農
業
委
員
会
の
髙
田
里
美
会
長
も
同

席
。
恵
那
市
農
業
委
員
会
は
既
に
県
下

で
最
多
の
５
名
の
女
性
委
員
が
い
ま
し

た
が
、
１
１
月
の
改
選
後
も
引
き
続
き

５
名
以
上
の
登
用
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 
ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
総
会・
研
修
会
の
開
催 

 

令
和
元
年
１
０
月
２
１
日
に
各
務
原

市
の
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
で
、
ぎ
ふ
農
業
委

員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
会
、
研

修
会
を
開
催
し
、
会
員
で
あ
る
女
性
委

員
４
８
名
、
農
業
委
員
会
事
務
局
や
東

海
農
政
局
、
県
農
村
振
興
課
な
ど
７
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
３
０
年
度
事
業
報
告
と

決
算
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
と
予
算
、

改
選
す
る
農
業
委
員
会
へ
の
女
性
委
員

登
用
の
要
請
な
ど
を
決
定
し
、
会
員
に

次
期
の
委
員
継
続
と
地
域
で
早
期
に
そ

の
旨
を
表
明
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま

し
た
。 

研
修
会
で
は
愛
知
県
大
口
町
の
服
部

農
園(

有)
 

服
部
都
史
子
さ
ん
か
ら
「
大

口
町
の
米
農
家
服
部
農
園(

有)

～
地
域

に
愛
さ
れ
る
会
社
へ
～
」
と
題
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
、
経
営
概
要
、
経
営

理
念
、
特
に
社
員
教
育
に
つ
い
て
、
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社
は
、
役

員
３
名
社
員
１
０
名
で
、水
稲
９
５
㌶
、

二
毛
作
の
大
麦
４
７
㌶
を
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。
経
営
方
針
は
社
員
が
主
役
の

会
社
づ
く
り
。
こ
れ
に
至
っ
た
の
は
、

平
成
２
６
年
の
１
俵
約
９
千
円
と
な
っ

た
米
価
下
落
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
同

社
は
、
同
年
産
の
米
は
品
質
も
収
量
も

例
年
と
比
べ
良
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
赤
字
に
な
り
、
来
期
同
じ
状
況
に
な

れ
ば
倒
産
の
危
機
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

藁
に
も
す
が
る
思
い
で
強
い
農
業
経
営

を
テ
ー
マ
に
し
た
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
経
営

の
勉
強
を
始
め
、
教
え
て
も
ら
う
こ
と

は
全
て
実
行
し
た
と
の
こ
と
。
特
に
繰

り
返
し
行
っ
た
こ
と
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ゲ
ー
ム
研
修
で
、
自
身
が
製
造
業
の
社

長
と
な
り
５
期
経
営
を
行
う
も
の
で
す
。

ゲ
ー
ム
を
通
し
、
利
益
を
出
す
に
は
計

画
、
逆
算
を
し
た
意
思
決
定
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
コ
ス
ト
削
減
よ
り
社
員
の

生
産
能
力
の
ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
学
び
、
社
員
教
育
に
時
間
も
費
用

も
か
け
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
今
で
は
、
同
社
主
催
で
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
ゲ
ー
ム
研
修
を
行
い
、
社
員

の
み
な
ら
ず
他
の
農
業
経
営
者
や
異
業

種
の
方
も
多
数
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

恵那市農業委員会の夏目会長（当時）
に要請する髙田禮子会長 
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他
に
も
、
学
校
の
ト
イ
レ
掃
除
な
ど
を

研
修
と
し
て
実
施
。
仕
事
の
段
取
り
、

仕
上
が
り
を
、
掃
除
を
通
し
学
び
、
実

際
に
効
率
が
あ
が
り
年
間
休
日
の
増
加
、

５
～
６
月
で
も
月
に
６
日
は
休
み
が
と

れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

業
績
も
増
収
増
益
に
繋
が
り
、
こ
の
経

営
改
善
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
平
成

３
０
年
度
全
国
優
良
経
営
体
表
彰
の
経

営
改
善
部
門
で
農
林
水
産
大
臣
賞
、
グ

ッ
ド
キ
ャ
リ
ア
企
業
ア
ワ
ー
ド
２
０
１

９
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
見
事
受
賞
。

社
員
が
い
き
い
き
と
働
き
、
地
域
に
愛

さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
農
業
経
営
に
つ

い
て
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の
農

業
委
員
会
研
修
会
in
京
都
へ

参
加 

 

令
和
元
年
１
１
月
２
８
日
に
京
都
市

の
メ
ル
パ
ル
ク
京
都
で
開
催
さ
れ
た
標

記
研
修
会
に
１
６
８
名
が
参
加
し
、
岐

阜
県
か
ら
女
性
委
員
１
９
名
、
農
業
会

議
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

き
ょ
う
と
女
性
農
業
委
員
・
推
進
委

員
の
会
の
山
下
会
長
、
（
一
社
）
京
都

府
農
業
会
議
の
小
田
副
会
長
か
ら
開
会

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
１
７
の
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
交
流
を
し
な
が
ら
研
修
し
ま
し

た
。 研

修
で
は
、
全
国
農
業
会
議
所
の
佐

藤
雄
太
主
事
か
ら
「
農
地
利
用
最
適
化

の
推
進
と
女
性
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
」

の
報
告
が
あ
り
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
①
農
地

所
有
者
の
意
向
把
握
②
集
落
で
の
話
し

合
い
に
出
席
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

が
、
い
ず
れ
も
新
し
い
こ
と
で
は
な
く

こ
れ
ま
で
も
委
員
活
動
で
や
っ
て
き
た

こ
と
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、

地
域
の
話
し
合
い
が
前
向
き
に
進
む
よ

う
現
場
の
状
況
報
告
や
話
題
提
供
な
ど

が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
の

た
め
に
全
国
農
業
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る

優
良
事
例
の
記
事
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
に
い
が
た
女
性
農
業
委
員

の
会
の
笠
原
尚
美
会
長
が
「
女
性
の
力

で
進
め
よ
う
！
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と

題
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
笠
原
さ
ん
は

３
３
才
と
い
う
若
さ
で
阿
賀
野
市
の
農

業
委
員
に
就
任
さ
れ
、
現
在
１
９
年
目

と
の
こ
と
で
す
。
阿
賀
野
市
農
業
委
員

会
で
は
毎
年
、
３
０
㌃
以
上
を
耕
作
す

る
農
家
約
２
，
５
０
０
戸
を
対
象
に
経

営
状
況
調
査
を
さ
れ
、
①
現
状
②
今
後

の
経
営
見
込
み
③
後
継
者
の
有
無
を
聞

き
地
図
に
落
と
し
込
ん
で
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
笠
原
さ
ん
は
担
当
地
区
で
意

向
を
も
と
に
貸
借
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、

実
積
が
多
数
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
自
ら

地
域
の
担
い
手
に
順
に
あ
た
り
、
何
名

に
も
粘
り
強
く
丁
寧
に
話
を
し
、
貸
借

成
立
や
売
買
も
ま
と
め
て
み
え
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
本
音
を
聞
き
出
す
こ
と
、

夫
婦
や
親
子
一
緒
に
話
を
聞
い
て
も
ら

う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

 

 

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
あ
な

た
の
孫
の
世
代
に
地
域
の
農
業
が
ど
う

な
っ
て
い
た
ら
良
い
か
、
そ
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
県
域
を
こ

え
て
地
元
の
状
況
や
自
身
の
活
動
を
報

告
し
あ
い
、
活
発
な
話
し
合
い
が
で
き

ま
し
た
。 

令
和
２
年
度
は
岐
阜
県
で
開
催
し
、

他
県
の
女
性
委
員
を
お
迎
え
し
ま
す
。 

社員教育を語る服部農園（有）の 
服部都史子さん（左） 

グループごとに研修をうける参加者 
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京
都
府
宮
津
市 

由
良
オ
リ
ー
ブ
を
育
て
る
会
、 

天
橋
立
ワ
イ
ン
を
視
察 

 

東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の
農
業

委
員
会
研
修
会
の
開
催
に
合
わ
せ
、
翌

日
１
１
月
２
９
日
に
、
京
都
府
宮
津
市

の
由
良
オ
リ
ー
ブ
を
育
て
る
会
と
天
橋

立
ワ
イ
ン
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

由
良
オ
リ
ー
ブ
を
育
て
る
会
で
は
、

耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
中
、
２
０
１

３
年
か
ら
畑
を
再
生
し
オ
リ
ー
ブ
を
市

の
特
産
品
に
し
よ
う
と
、
み
か
ん
農
家

で
あ
る
藤
本
代
表
を
中
心
に
栽
培
を
開

始
。 

 

今
で
は
約
３
㌶
に
イ
タ
リ
ア
品
種
を

中
心
に
３
０
品
種
２
，
０
０
０
本
の
オ

リ
ー
ブ
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
穫

し
た
オ
リ
ー
ブ
は
、
自
家
搾
り
の
オ
リ

ー
ブ
オ
イ
ル
や
新
漬
け
、
オ
リ
ー
ブ
茶

に
加
工
し
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
本

の
樹
か
ら
優
秀
な
も
の
で
果
実
１
０
㎏

が
収
穫
で
き
、
そ
れ
を
搾
油
す
る
と
約

１
㍑
の
オ
イ
ル
に
な
る
そ
う
で
す
。
大

変
貴
重
な
オ
イ
ル
を
わ
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
オ
イ
ル
は

市
販
の
も
の
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
香

り
高
さ
で
し
た
。
若
い
農
家
や
シ
ェ
フ

も
生
産
、
販
売
に
参
画
し
、
毎
年
１
０

月
に
は
オ
リ
ー
ブ
祭
を
開
催
す
る
な
ど
、

盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
耕
作
放
棄
地
活

用
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 
天
橋
立
ワ
イ
ン
は
ブ
ド
ウ
生
産
、
ワ

イ
ン
醸
造
、
販
売
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

を
経
営
す
る
農
業
法
人
で
、
現
在
自
社

で
３
㌶
、
協
力
農
家
に
よ
る
契
約
栽
培

３
㌶
を
２
０
年
前
か
ら
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
ワ
イ
ン
に
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
と
い

う
土
壌
や
気
候
ま
で
含
め
た
全
て
が
味

に
影
響
す
る
と
さ
れ
、
畑
１
枚
１
枚
が

と
て
も
大
切
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
橋
立
ワ
イ
ン
で
も
土
づ
く
り
、
畑
か

ら
ワ
イ
ン
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

 

併
設
す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
「
ぶ

ど
う
畑
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
は
地
域
の

農
畜
産
物
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
米

粉
パ
ン
や
米
粉
カ
レ
ー
、
地
野
菜
の
サ

ラ
ダ
、
ワ
イ
ン
を
使
っ
た
鶏
の
唐
揚
げ
、

自
家
製
白
ワ
イ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
の
メ
ニ

ュ
ー
が
バ
イ
キ
ン
グ
で
楽
し
め
、
平
日

で
も
大
勢
の
お
客
様
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。 

  

由良地区のオリーブ畑 

ぶどう畑のレストランでのランチバイキング 

醸造所でワインづくりの説明をお聞きしました 

宮津由良 100% オリーブオイル 
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女
性
農
業
委
員
登
用
促
進
研

修
会
へ
参
加 

 

令
和
２
年
１
月
８
～
９
日
に
東
京
都

の
主
婦
会
館
で
開
催
さ
れ
た
標
記
研
修

会
に
１
４
９
名
が
参
加
し
、
岐
阜
県
か

ら
ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
髙
田
会
長
、
國
島
副
会
長
、
佐
伯

副
会
長
、
熊
﨑
副
会
長
と
事
務
局
が
参

加
し
ま
し
た
。 

全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
の
横

田
会
長
は
「
３
つ
の
目
標
を
持
っ
て
い

る
。
１
つ
目
は
い
か
に
女
性
委
員
を
増

や
す
か
。
２
つ
目
は
い
か
に
農
業
者
と

近
く
で
話
す
活
動
を
す
る
か
。
３
つ
目

は
子
ど
も
た
ち
や
お
母
さ
ん
へ
食
育
な

ど
の
発
信
の
強
化
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ

ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
榊
田
み
ど
り
さ
ん
が
「
女
性
農
業

委
員
が
増
え
れ
ば
農
業
委
員
会
が
変
わ

る
！
」
と
題
し
て
講
演
。
女
性
委
員
は

生
活
者
目
線
に
な
れ
る
の
で
、
年
金
、

家
族
経
営
協
定
、
食
育
、
広
報
編
集
な

ど
で
能
力
発
揮
を
期
待
す
る
。
特
に
、

こ
れ
か
ら
の
農
村
づ
く
り
に
必
要
な
非

農
家
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
期
待
。
例
え

ば
伊
東
市
は
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を

カ
ラ
フ
ル
な
写
真
中
心
の
雑
誌
の
よ
う

に
刷
新
し
、
食
材
や
レ
シ
ピ
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
観
光
な
ど
と
セ
ッ
ト
で
農
業
を

Ｐ
Ｒ
し
、
農
業
を
始
め
て
み
た
い
と
い

う
市
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
来
る
な
ど

好
評
を
得
て
い
る
事
例
な
ど
を
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。 

つ
づ
い
て
、
全
国
農
業
委
員
会
女
性

協
議
会
の
横
田
友
会
長
、
滋
賀
県
湖
国

女
性
農
業
・
推
進
委
員
協
議
会
の
池
田

喜
久
子
会
長
、
鳥
取
市
農
業
委
員
会
の

濱
田
香
会
長
を
パ
ネ
ラ
ー
に
「
農
村
に

お
け
る
女
性
登
用
の
促
進
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
の
池
田

喜
久
子
さ
ん
は
、
女
性
委
員
登
用
キ
ャ

ラ
バ
ン
と
し
て
県
農
業
会
議
会
長
と
事

務
局
長
、
県
と
で
１
７
市
町
の
全
て
の

首
長
へ
お
願
い
に
あ
が
っ
た
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
お
願
い
に
い
く
と
、
ほ
と

ん
ど
の
首
長
は
賛
成
で
あ
る
が
、
候
補

者
が
お
ら
ず
逆
に
相
談
を
受
け
る
こ
と

も
多
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
鳥
取
市

農
業
委
員
会
の
濱
田
香
さ
ん
か
ら
は
、

同
市
は
会
長
と
職
務
代
理
が
女
性
で
、

委
員
で
不
定
期
で
座
談
会
を
行
い
本
音

で
話
し
て
、
他
の
委
員
に
助
け
て
貰
い

な
が
ら
前
向
き
な
委
員
会
運
営
が
で
き

て
い
る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。 

翌
日
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
全
国

農
業
会
議
所
の
進
行
の
も
と
「
わ
が
ま

ち
の
女
性
の
農
業
委
員
、
推
進
委
員
を

増
や
す
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
あ
お
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
協
議
、
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
委
員
公
募
に
あ
わ
せ
て
、
仕
事

内
容
が
み
え
る
女
性
募
集
の
ポ
ッ
プ
な

ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
る
、
女
性
委
員
経
験

者
で
Ｏ
Ｇ
会
を
つ
く
り
若
い
方
の
推
薦

と
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
、
な
ど
の
ア
イ
デ

ィ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

  

第
１
０
回
全
国
農
業
委
員
会
女

性
協
議
会
総
会
へ
参
加 

 

令
和
２
年
１
月
９
日
、
東
京
都
の
主

婦
会
館
に
お
い
て
、
女
性
農
業
委
員
登

用
促
進
研
修
会
に
引
き
続
き
標
記
総
会

が
開
催
さ
れ
、
各
県
の
女
性
農
業
委
員

組
織
の
代
表
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
県
か
ら
は
、
ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
髙
田
会
長
、
副
会
長

３
名
と
事
務
局
が
引
き
続
き
参
加
し
ま

し
た
。 

総
会
で
は
「
令
和
元
年
度
の
活
動
報

告
の
承
認
と
収
支
決
算
」
「
令
和
２
年

度
活
動
計
画
の
策
定
と
収
支
予
算
」
、

「
会
費
の
賦
課
に
つ
い
て
」
が
原
案
ど

お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
計
画
で

は
、
令
和
２
年
１
０
月
頃
に
３
年
に
一

度
の
女
性
委
員
初
任
者
研
修
の
開
催

（
新
）
、
新
た
に
開
設
し
た
協
議
会
Ｈ

Ｐ
に
研
修
資
料
や
活
動
を
掲
載
し
事
例

の
発
信
を
行
う
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

３
年
に
一
度
の
統
一
改
選
の
今
年
、
女

性
登
用
を
確
実
に
す
す
め
る
た
め
申
し

合
わ
せ
決
議
（
以
下
）
を
採
択
し
ま
し

た
。 

 

申
し
合
わ
せ
決
議 

 

一 

女
性
農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
具 

体
的
な
登
用
目
標
を
決
め
よ
う 

二 

女
性
の
農
業
委
員
・
推
進
委
員
の 

登
用
に
向
け
て
、
関
係
機
関
等
へ 

積
極
的
に
働
き
か
け
よ
う 
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三 

農
業
委
員
会
の
女
性
組
織
と
し
て 

積
極
的
な
推
薦
を
実
施
し
よ
う 

四 
次
代
の
農
業
委
員
・
推
進
委
員
の 

掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
も
う 

  

農
業
委
員
会
・
女
性
委
員
農
年

推
進
セ
ミ
ナ
ー
で
、
恵
那
市
の

梅
本
信
枝
さ
ん
が
事
例
報
告 

 

令
和
２
年
１
月
９
日
、
東
京
都
の
主

婦
会
館
に
お
い
て
標
記
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
、
女
性
委
員
な
ど
約
４
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
委
員

５
名
、
農
委
事
務
局
１
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

恵
那
市
の
農
業
委
員
で
農
業
者
年
金

加
入
推
進
部
長
の
梅
本
信
枝
さ
ん
が
自

身
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。
梅

本
さ
ん
は
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
加
入
を
検
討

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
委
員
に
な

っ
て
参
加
し
た
研
修
会
で
農
業
者
年
金

の
有
利
性
を
感
じ
加
入
。
そ
の
時
「
も

っ
と
若
い
時
か
ら
入
っ
て
い
れ
ば
」
と

感
じ
た
思
い
か
ら
、
自
身
の
夏
秋
ト
マ

ト
経
営
の
研
修
生
や
そ
こ
か
ら
独
立
し

た
就
農
者
を
中
心
に
加
入
を
す
す
め
て

み
え
ま
す
。
梅
本
さ
ん
や
他
の
委
員
の

活
動
で
、
恵
那
市
は
平
成
３
０
年
度
に

目
標
１
名
に
対
し
６
名
加
入
達
成
に
よ

り
表
彰
も
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

事
例
報
告
に
つ
づ
い
て
、
特
定
社
会

保
険
労
務
士
の
福
島
邦
子
さ
ん
の
進
行

の
も
と
、
梅
本
さ
ん
ら
３
名
の
事
例
報

告
者
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

  

                         

                         

年金加入推進を報告する梅本信枝さん（右） 

全国農業新聞 ２０２０年２月１４日掲載 
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農
業
会
議
常
設
審
議
委
員
会

農
政
懇
談
に
お
い
て
女
性
委
員

登
用
を
要
請 

  

令
和
２
年
１
月
１
５
日
に
岐
阜
市
の

Ｊ
Ａ
会
館
で
開
催
さ
れ
た
農
業
会
議
の

常
設
審
議
委
員
会
に
３
８
名
が
出
席
し
、

農
政
懇
談
に
お
い
て
「
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
へ
の
女
性
登

用
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行

い
ま
し
た
。 

 

研
修
会
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
農
業

会
議
か
ら
県
内
に
お
け
る
女
性
登
用
の

状
況
と
し
て
、
農
業
委
員
６
５
６
人
の

う
ち
女
性
８
０
人
（
１
２
．
２
％
）
、

推
進
委
員
４
６
０
人
の
う
ち
女
性
１
２

人
（
２
．
６
％
）
で
あ
る
こ
と
を
報
告
。

改
正
農
業
委
員
会
法
に
よ
り
委
員
の
年

齢
、
性
別
等
に
著
し
い
偏
り
が
生
じ
な

い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
に
お
い
て
農
業
委
員
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
令
和
２
年
度
ま
で
に
３
０
％

を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
更
な
る
登
用
が

必
要
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

つ
づ
い
て
、
令
和
元
年
１
１
月
１
４

日
に
委
員
改
選
迎
え
た
恵
那
市
農
業
委

員
会
の
柘
植
賢
二
会
長
、
梅
本
信
枝
委

員
、
西
尾
ひ
ろ
み
委
員
、
曽
我
佳
奈
子

委
員
、
安
藤
哲
也
副
局
長
よ
り
、
農
業

委
員
１
９
名
の
う
ち
女
性
６
名
（
３
１
．

６
％
）
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
従
前
も
女
性

委
員
が
５
名
み
え
ま
し
た
が
、
農
地
法

許
認
可
業
務
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進

業
務
に
加
え
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
「
え

え
の
お
」
の
編
集
や
農
業
者
年
金
の
加

入
推
進
を
女
性
委
員
が
担
い
活
躍
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
推
薦
応
募
が
集
ま
り

６
名
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
総
会

前
に
、
５
地
区
に
分
か
れ
て
行
う
地
区

委
員
会
で
は
女
性
委
員
が
委
員
長
を
務

め
る
地
区
も
あ
り
、
委
員
会
全
体
の
活

性
化
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
み
え
ま
す
。 

 

恵
那
市
の
事
例
を
参
加
者
で
共
有
し

た
後
、
ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
髙
田
禮
子
会
長
よ
り
、
出
席

さ
れ
て
い
た
９
市
町
の
農
業
委
員
会
長

に
女
性
委
員
登
用
の
要
請
書
を
手
渡
し
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
農
業
委
員

会
長
か
ら
は
「
当
市
は
今
日
よ
り
委
員

募
集
を
開
始
し
た
。
い
た
だ
い
た
要
請

書
の
と
お
り
女
性
登
用
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
「
食
農
教
育
も
女
性
委
員
が

み
え
る
と
よ
り
一
層
す
す
む
」
な
ど
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

  

ぎ
ふ
農
業
男
女
共
同
参
画
推

進
会
議
へ
参
加 

  

令
和
２
年
１
月
１
６
日
に
岐
阜
市
の

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
標

記
会
議
に
２
７
名
が
参
加
し
、
ぎ
ふ
農

業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
髙
田

会
長
、
事
務
局
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

会
議
で
は
、
平
成
２
８
年
３
月
に
策

定
し
た
第
３
次
ぎ
ふ
農
業
・
農
村
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
、
農
業
委
員
に
占
め

る
女
性
の
割
合
目
標
（
８
．
５
％
）
は

達
成
し
て
い
ま
す
。
家
族
経
営
協
定
締

結
数
は
県
内
６
０
３
で
あ
り
横
ば
い
で

あ
る
た
め
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進

と
あ
わ
せ
て
協
定
も
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
説
明
の
後
、
参
加
し
た

指
導
農
業
士
会
、
女
性
農
業
経
営
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

ア
グ
リ
エ
ン
ジ
ョ
イ
ネ
ッ
ト
や
市
町
村

な
ど
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
会
議
に
引
き
続
き
、
み
ん
な

が
活
躍
す
る
農
業
・
農
村
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
、
東
海
農
政
局
生
産
技
術

環
境
課
よ
り
「
ス
マ
ー
ト
農
業
に
か
か

る
全
国
の
動
き
」
に
つ
い
て
情
報
提
供
、 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
本
部 

の
川
野
さ
ん
よ
り
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・

ア
グ
リ
ガ
ー
ル
の
農
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

要請書を渡すぎふ農業委員会女性ネットワークの 
髙田会長、瑞穂市農委の髙田会長、恵那市農委の３名 
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購読のお申し込みをお待ちしております 

全国農業新聞は農業者の公的代表機関である 

農業委員会組織が発行する農業総合専門紙です。 

 「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやすいよう

解説的にまとめています。 

毎週金曜日発行 月７００円/年８，４００円 

お申込みはお近くの農業委員会まで 

<編集後記> 
本年度は委員改選

に向けた女性登用

活動が中心でした。

新委員になる方も

含め、４月からは市

町村をこえて繋が

りがもてる集まり

を企画していきま

す。（Ｍ） 

 ぎふ農業委員会女性ネットワーク 岐阜市薮田南 5-14-12 県ｼﾝｸﾀﾝｸ庁舎 2 階 
 事務局：一般社団法人岐阜県農業会議 

 農業委員・農地利用最適化推進委員用ポータルサイト OPEN 

★大垣市農業委員会の事例 掲載中 

★農地意向調査のロールプレイ動画など配信中 

全国農業委員会女性協議会役員から「令和元年度全国
農業委員会女性協議会アピール」をお渡しされました 

コチラのＱＲコードからアクセス 

URL https://www.nca.or.jp/iin/ 


